
tionalCongressSeries620.

8)KisouKubota (1982):Prefrontalneuron

activitics,rcvcrsalanderrorperformance.,

Conditioning,EditedbyCharlesD.Wool

dy (Plenum PublishingCorporation,
333･343.

9)久保田説 (1983):脳と栄養 ･生活術生,27,

52-66｡

10)久保口説 (1983):｢脳と心｣について,人間

の生命について考える｡218-221,医学研究

振興財団編,講談社｡

ll)久保田競 (1983):人間の脳,チンパンジーの

脱.科学,53,280-2830

臨 文

I)Asano,T.,Kojima,T.,Matsuzawa,T.,

Kubota,K.andMurofushi,K.(1982):

ObjectandColorNaminginChimpan･

zees (Pantroglodytes)Proc.Japan

Acad.,58Ser.B,118･122.

2)Hamada,Ⅰ.andKubota,K.(1982):

Bidirectionalactivationofslow pyrami-

daltractneuronsduringslowvisual

trackinglnmonkeys.,Neurosci.Lett.

Suppl.9,S48.

3)Funahashi,S.andKubota,K.(1982):

Prefrontalneuronactivityduringa

visualtrackingtaskandsubstantiainn0-

minatastimulation.,Neurosci.Lett.

Suppl.9,S62.

4)Ito,S.(1982):Prefrontalunitactivity

ofMacaquemonkeysduringauditory

andvisualreactiontimetasks.,Brain

Res.,247,39-47.

学 会 先 蓑

1)松村道- :運動野錐体路細胞に皮質内局所的

にItiシナプス結合しているニューロンの分布

について｡第6回神経科学学術袋会 (1983).

2) J.Liu,久保田弟 :温皮,痛み刺激に反応す

るサル前頭前野ニューロン活動について,節

6回神経科学学術班会 (1983)0

3)松波謙一.久保口践 :遅延反応と 〔14C〕-2

1-Jeoxy.d･glucose(2-DG)の脳内取り込

み部位.耶6回神経科学学術雄会 (1983)｡

4)Matsunami,K.,Kagcyama,T.andKubo･

ta,冗.:Incorporationorradioactiveglut

coseintothemonkey′sbrainduringthe

voluntarywristmovcmcnt, 耶58回生瑚学

会大会 (1983)｡

心 理 研究 部 門

室伏杓子 ･浅野俊夫

小嶋祥三 ･松沢FT郎

研 究 概 要

1) チンパンジーの人工語の習得t)

宝伏靖子 ･浅野俊夫

小嶋祥三 ･松沢哲郎

図形言刑こよる物体名,色名,数に加えて.実験

者およびチシバンジーの田布名詞を訓練し,各椛

の名詞の特徴と関係が,砧次の概念形成の視点か

ら分析された｡

2)詔長現乳幼児の認知均flBの発通

宝,:伏耶子 ･松沢哲郎

チンパンジーとニホンザルを主たる対象として,

出生直後からの知覚 ･認知機能の･間道を身体 ･運

動 ･生理的な発達と関連させて硯訳した｡

3) ニホンザルの鎌田場面におけるオペラント

行動の控和と伝柿2)

践 野 俊 夫

本研究所円の放飼切の内部に,パネルを押すと

大豆での食物が捉示される自動給餌装置を設置し,

この新しい食物入手方法が群れの中に定着する過

程を観察し,習和過程やその後の維持反応と社会

的順位などとの関係を分析している｡

4) オペラント強化の性質に関する実験的研究

浅 野 俊 夫

主としてニホンザルの摂食行動をとりあげ,摂

食スケジュールがオペラント行動の強化にどのJ:

うに関与するのかを,近年のエコロジー的視点と

環境適応における行動の配分 (行動紐折)という

観点から分析する｡

1)久保田戎 (神経生EI!部門),長Fiii't(京

大工学部),神Fii昭椛(筑壮大現代言LTi現代

文化学系)との共同研死

2)樋口我治 (愛知大 ･学振流鋤研死fl)と

の共同研究
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5)音の弁別と記憶に関する研究

小 嶋 祥 三

チンパンジーとニホンザルで,反応時間課題を

もちいて,純音やヒトの合成音声の弁別を行なわ

せ,これら詔長頬の聴認知機能を検討した｡また,

ニホンザルで,Go/NoGo式遅延見本合わせ,遅

延条件性位EFIiEi弁別課題をもらいて,音の記憶に対

する試行間間隔,サンプル刺激呈示時間,遅延時

間操作の効果を検討した｡加えて,校数のサンプ

ル刺激を与えて,系列位置効果を検討した｡

6) チンパンジーの祝知覚機能の心理物理学的

測定

松 沢 哲 郎

チンパンジーの色知覚等の祝知覚機能をその行

動を通じて解析する｡人工言語による言語反応,

見奄星空せ･感覚性強化による資料をもとに知覚
の尺度構成をこころみた｡

7) 食物嫌恋条件づけによる野生ニホンザルの

食性の統制3)

松 沢 哲 郎

ニホンザル野生酢を対象として,催吐剤を用い

た嫌磁条件づけにより,特定食物に対する嫌悪を

人為的に形成できることがわかった｡食物選択の

概略の解明をすすめている｡

8)ニホンザルの弁別学習に及ぼす強化スケジ

ュールの効恥の検討

藤 田 和 生4)

弁別課題の習和の速さ,および,形成された弁

別の精度の維持が,その弁別行動を強化するスケ

ジュールによってどのJ:うに彫響されるか検討し

ている｡

9)条件性強化子の成立要件の検討

藤 田 和 生

ニホンザルのobservingbehaviorの分析を通

じて,条件性強化子が ｢強化に関する情報｣に基

づいて成立するかどうかを検討している0

10)感覚性強化を用いた詔長類の認知世界の分

析

藤 田 和 生

3)長谷川芳典 (京大文学部),煎 滋 (社

会部門),和田一雄 (変異部門),後藤

俊二 (サル施設),川村俊蔵 (社会部Pq),

との共同研究

4)学振奨励研究員

霊長類がヒト,サル,物などをどのように把超

分類しているかを,それらの感覚性強化子として

の機能に基づいて分析する｡

総 説

1) 重伏靖子 (1982):なぜ チンパンジーにことば

を? 類人猿の言語的行動について｡サイコ

ロジー,28,33-380

2)重伏靖子 (1983):チンパンジーに数を教え

るo q現代の行動生物学4",pp177-187,

産業図番｡

3)室伏靖子 (1983):言語的行動｡ ¶現代基礎

心理学第9巻 発達 l",pp63-78, 91大

出版会｡

4)宝伏靖子 (1983):チンパンジーの概念学習.

動物と自然,13(3),2-70

5)小嶋祥三 (1983):霊長斑の神経心理学の近

況｡サイコロジー,38,40-47｡

6)松沢哲郎 (1982):言語の系統発生的逃出｡

言語,ll(9),61-690

7)松沢哲郎 (1983):チンパンジーから見た世

界｡発達,15,26-330

8)松沢哲郎 (1983):認識の進化 - チンパン

ジーによる ｢文法｣の生成 - ｡生物科学,

印刷中｡

論 文

1)Kojima,S.& Goldman･Rakic,P.S.

(1983):Functionalanalysisofspatially

discriminativeneuronsinprefrontal

cortexofrhesusmonkey.BrainRes.

(inpress).

2)Matsuzawa,T.& Hasegawa,Y.(1982):

Food-aversionconditioninginJapanese

monkeys(MacacafuscaLa):Suppres･

sionofkeypressing.Behav.Neural

Biol.,36,2981303.

3)Matsuzawa,T.& Hasegawa,Y.(1983):

Food-aversionlearninginJapanesemon･

keys (Macacafuscata):Astrategyto

avoidanoxiousfood.FolioPrimal.,

40,247･255.

4)Matsuzawa,T.,Asano,T.,Kubota,K.&

Murofushi,K.(1983):Acquisitionand

generalizationofnumericallabelingby
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achimpanzcc(Pantroglodytes).Sele･

cLedL)aPersfromtheIXLhlnLemaLtonal

CongressofPrimatology,(inpress).

5)Fujita,K.(1982):Ananalysisofsti･

muluscontrolintwo･colormatching･to･

samplebehaviorsofJapanesemonkeys

(Macaca舟scata舟scata)･ Jai･.

Psychol.Res.,24,124-135.

6)Fujita,K.(1983):Acquisitionand

transferofahigheトOrderconditional

discriminationperformanceintheJapa-

nesemonkey.Jab.Psychol.Res., 25,
1･8.

報告 ･その他

1) 鵜野俊夫 ･樋口謁治 (1983):ニホンザル野

生群における学習行動の伝描｡文部省科学研

究㌍研死成果報告与1I｡

2)小嶋祥三 (1983):詔長和の苦の記位に関す

る研究.文部省科学研死2学研兜成果報告-a.

3)松沢哲郎 (1982):詔艮獄の子市て私見｡発

達.12,92-94｡

4)松沢哲郎 (1983):食物嫌悪条件づけの基礎O

文部省科学研究究研究成果報告雷.食物嫌悪条

件づけにJ:る野生生物の食性の統制 ", 7-

18｡

学 会 発 表

1)Acquisitionandgeneralizationofnume･

ricallabelingbyachimpanzee.

Murofushi,K.,Matsuzawa,T.,

Asano,T.& Kubota,K.

節9回国際霊長類学会 (1982)

2)ニホンザル野外群におけるオペラント行動の

控得(3)

樋口義治 ･浅野俊夫

日本心理学会第46回大会 (1982)

発表予稿袋,111

3)行動観察用田子メモ装置とそのデータ処理に

ついて
浅野俊夫 ･樋口菰治

日本心理学会那46回大会 (1982)
発表予稿袋.435

4)閉圭n食物環境におけるニホンザルのFR反応

践 野 俊 夫

日本基礎心理学会 (1982)

5) ニホンザル野外i刑こおけるオペラント行動の

雄和(4)ボスザルのシェービング

樋口義治 ･浅野俊夫

日本誠礎心理学会 (1982)

6)qLilTlの音の記tなに関する研究

小 嶋 祥 三

日本心理学会節46回大会 (1982)

発表予稿染,115

7) チンパンジーにおける図形パターンの知覚

松 沢 哲 郎

日本動物心理学会第42回大会 (1982)

動心年報,32,40

8)チンパンジーにおける数の命名の習得と般化

松沢哲郎 ･毒伏靖子

日本心理学会那46回大会 (1982)

発光予布.巧拙,114
9)ニホンザルの奥行規の発達に関する研究(2)

原 政敏 ･辻敬一郎 ･林部敬吉

松沢哲郎

日本心理学会耶46回大会 (1982)

発表予稿集,83

1(》飼育チンパンジーの出産時行動観察2例

熊崎清則 ･松沢哲郎 ･松林清明

第27回プリマーチス研究会 (1983)

抄録,12

ll)乳児期のニホンザルにおける姿勢反応

竹下秀子 ･田巾白人 ･松沢哲郎

那27回プリマーチス研死会 (1983)

抄録.40

12)ニホンザルにおける食物選択の機略

松沢哲郎 ･後藤俊二･恥 滋
長谷川井gq･和田一雄

郡27回プリマーチス研死会 (1983)

抄録.53

13)こホンザルにおける ｢同 ･只｣概念の形成

- フリーオペラントの効果 一

藤 田 和 生

日本心理学会耶46回大会 (1982)

顎髭予稿染.113

社 会 研 究 部 門

川村俊蔵 ･東 滋

鈴木 晃 ･小山直樹

森 梅代 ･足沢貞成
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